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 要  旨 
本論文では，枠枠スルー：身体によるインタラクションが可能なビデオチャッ
トシステムの提案・実装・評価及び考察について述べる．  
近年，FTTH の普及や安価で高画素な Web カメラの普及と Flash 技術発展によ
る処理速度向上が相まって，Web 会議システムや多人数ビデオチャット等に代表
されるWebカメラを使ったコミュニケーションサービスの多様化が注目されてい
る．しかし現行のビデオチャットサービスではユーザの行動が個々のウインドウ
内に制限されている物が殆どである．この場合，ユーザ同士のインタラクション
は単に互いの表情を確認しながらの会話に留まる．  
そこで提案システムでは，ユーザ間を隔てるウインドウの壁を突き抜けて相手
ユーザの画面に進入し相手に触れられる機能と，加速度センサを使用してユーザ
同士がモノをキャッチボールのように投げ合える機能を実現する．これらの機能
をビデオチャットに付加する事で，既存の遠隔コミュニケーションシステムには
無いような一体感や同室感が得られ，使用者がワクワクするようなコミュニケー
ションシステムの実現が本研究の目的である．  
実験は学生 15 人に被験者になってもらい，2 人 1 組となった上で提案システム
の使用方法を説明し，その後 5 分間自由に使用してコミュニケーションを取って
もらった．その後，アンケートに回答してもらった．その結果ユーザが投げたモ
ノや，進入してきた相手ユーザの身体をまるで実際にあるものであるかのように
避けたり手で払ったりする動作が全ての被験者に見られた事から，提案システム
が一体感や同室感をユーザに与える事が分かった．また，アンケート結果からも
システムの有意性が確認できる回答が多く得られた．以上の事から，提案システ
ムが会話以外のコミュニケーション手段を提供する事で，既存システムの問題点
を改善できたことを確認した．今後の課題としてはシステムの高速化等の利便性
向上が挙げられる．また，ビデオチャットと加速度センサを組み合わせる方法に
おいて多くのアイデアを考案し，提案システムの今後の発展性を示した．  
 
